
よさニュースレター

チームのよさがみえる会議

・「チームのよさがみえるセミナー
～よさカードを用いて心理的安全性を育む方法～」

・よさ会議ファシリテーター養成講座 ・よさ会議 継続コース

‣メール yosacafe4343@ybb.ne.jp

‣ブログ http://omoimierukaigi.hateblo.jp/

‣FBページ https://www.facebook.com/yosakaigi/

LINEで10分！わたしたちのミニよさ会議
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~ 距離感が縮まる、「このチームでよかった！」という声が増える~
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お友達登録してください☆

LINEの１対１トークで

チームのご相談も歓迎！

ご参加受付中の体験会・講座

日時： １２月３日(日) 10:00～16:00

場所： 街かどキャリアセンター （名古屋駅より徒歩10分)

受講料： 108,000円(税込) ※別途よさカード代が必要です

定員： ８名

詳細/申込： http://www.kokuchpro.com/event/yosafacili1/

私たち よさ会議チーム3名も、毎朝のミニよさ会議を
はじめました！直接会えない日が多いので、LINEで
シェアしています。ある日のミニよさ会議をご紹介☆

◆第１期 よさ会議ファシリテーター養成講座

「よさ会議」での “受け止める” とは？

前回のニュースレターの最後で『「よさ会議ファシリテーター養成講座」の特長として、ファシリテーターの在り方、そし

て受け止めるということがあります。』というお話をしました。

今回はこの「受け止める」ということについて、よさ会議の視点からお話したいと思います。

よさ会議の最中、ファシリテーターが最も言っている言葉はなんだと思いますか？

先日とあるチームでのよさ会議の際に、ちょっと意識して聞いてみたところ…

それは、「いいですね！」という言葉でした。

その場でどんな答えが出てきても、（そしてここがポイントなのですが）出てこ

なくても「いいですね！」というスタンスでいること。そして、それを実際に言

葉にすることが行われていました。その他には（感じたことを書いたりシェアする際に）「どんなことでもOKです」「正解

も不正解もないです」などが聞かれました。さらに参加者の皆さんからシェアされた際には「なるほど～」と受け止め、そ

の後には「ありがとうございます」の言葉と全員からの拍手が必ずあります。

ここでは「発している言葉」という観点でお話しましたが、「その人そのままを受け止める」という在り方でいることも大

切なことだと考えています。そしてその場の空気を感じて、参加者の皆さんも｢自分のことを受け止めてもらっている｣「自

分もこの人たちのことを受け止めている」という実感を持たれるのだと思います。

もちろん「良い・悪い」や「正解・不正解」、「可能・不可能」をジャッジしたり、一つの結論を出したりすることが必要

な会議の場もあるでしょう。その場合も根底は同じ。お互いが｢この場で自分の本音を話しても大丈夫だ｣という想いがある

ことで、多様な意見が活かされ、チームとしてベストな答えを出す建設的な会議が可能になるはずです。

これまでに参加された方からも「そのままの自分でいいんだ、と実感することが良かった」「空気感を味わえて良かった」

という声をいただいております。実際に体感することでより深く感じられますので、ご興味がある方はぜひセミナーで体験

してみてください。

◆「チームのよさがみえる会議」体験会
～「よさ会議ファシリテーター養成講座」オリエン講座～

日時： 1１月２６日(日) 15:00～17:00

場所： 街かどキャリアセンター （名古屋駅より徒歩10分)

受講料： 2,000円(税込)

定員： 10名

問合せ・申込： メール yosacafe4343@ybb.ne.jp

※当体験会ご参加の方は、下記ファシリテーター養成講座の

受講割引あり (詳しくはお問合せください)

【この仕事のどんなところが好きですか？】

河井

・誰もムリしない、ムリさせないところ
・自然体でいられるところ
・大人の男性の笑顔が見られるところ

井上

・自分たちで創り上げていけるところ
・この仕事を通して知り合う方が、

どなたも素敵な方ばかり、というところ
・このチームの商品を自分が好きなところ

高井

・いろいろなチームが温かい空気感になる
のを見られるところ

・チームでよさを活かし合うスタイルで
仕事をしているところ

mailto:yosacafe4343@ybb.ne.jp

